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三重県における児童精神科医療の50年 

あすなろ学園長（医師） 西田 寿美 

  

 2012 年度は、三重県に児童精神科医療が誕生して 50 年目となる年です。 

 1962 年 4 月、京都大学から県立高茶屋病院に赴任してきた 29 歳の若き精神科医十
そ

亀
がめ

史
し

郎
ろう

により、

週 3 回の児童外来が開設されたのです。翌月 5 月には神経症病棟を利用して子どもの入院治療を始め、

最初の自閉症児が入院し、1964 年 1 月に児童病棟「あすなろ学園」が６０床で開設され、就学免除の

扱いを受けていた 17 名の自閉症児も入院しました。日本で最初の自閉症施設の誕生でした。アメリカ

のカナーが 1943 年に早期幼児自閉症を発表した 20 年後、1952 年名古屋大学の鷲見たえ子氏によ

る日本の第一号自閉症児報告の 10 年後でした。 

 当時の自閉症児は就学免除や猶予の対象であり、保育園や幼稚園への入園も断られるのが常でした。

そういう状況で入院治療が始まり、1966 年 8 月 26 日、NHK が「現代の映像」で、あすなろ学園に

おける自閉症児の入院治療を、「孤独なたたかい」と題して全国版で放映したのです。これは大きな反響

をよび、全国から自閉症児の親があすなろ学園に通院するようになったのでした。 

 当時 18 歳の私は、毎日代々木の予備校に通っておりこの放映は見ていません。自閉症という診断名

も知らない医学部をめざす一人の浪人生でした。 

 この映像のことを知ったのは、2008 年に NHK から出演していた自閉症児の消息を尋ねられたこと

がきっかけでした。NHK ライブラリーに残すにはご本人かご家族の了解が必要となるためでした。い

ろいろな伝を頼ってみましたが、結局ご両親は亡くなっておりご本人との連絡も取れないとのことで、

この記念すべき映像記録はあすなろ学園にいただくことになりました。 

 NHK から届いた DVD を職員と見たとき、私には自閉症治療の歴史的変遷とあすなろでの治療の意

味が一瞬で理解できたように感じられました。 

 映像の中の十亀先生は、古い治療法である遊戯療法やフィンガーペインティングを行っていました。

病棟の様子も小児科病室のようでした。 

 私があすなろ学園に勤めるようになったのは、それから 8 年後の 1974 年 9 月でしたが、自閉症児

は不登校の中学生と一緒に二段ベッドの 8 人部屋で生活していました。小児科病棟というよりは、寄宿
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